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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭の延期日程に変更があり、日時は4/25（水）13：00～13：30となる。
　青陽館からの参加者は、佐羽内裕亮様、稲垣ふき様、吉田富秋様。

・高圧洗浄機で浴槽や天井を清掃すると、素材が壊れる可能性があるため、それ以外の場所で使用すること。

・新年度の人事の発表は今週中に行われる予定。新体制は5/1からとなり、4/30までは現体制での勤務となる。

・4/25の青風荘の花見に青陽館スタッフが1名同行する予定であり、参加スタッフを決めておくこと。
・倉石ヨシエ様の車いす対応について
　青陽館内は車いすを使用せず、杖を使用し、移動時はスタッフが支えていく。今後、様子を見ながら、状況に応じ、介護保険への移行も検討していく。

・4/12（木）･4/13（金）秋田緑ヶ丘病院の視察がある。4/12は病院、南山苑、青山荘などを見学し、4/13はLCPみさわを見学予定。青陽館は菅原AOMが案内･説明を行う。また、施設見学に伴い、14:00～15：40は入浴を休止とし、見学終了後入浴再開する。見学は1階から3階までとなっているため、各フロアの環境整備を行うこと。

・人事考課について

　平成29年度下半期の人事考課を作成し、4/13（金）までに小嶋SGMへメールで提出すること。

・部署懇談会について

　外来看護、認知症センター、通所、訪問看護五福は5/7（月）、古民家にて行う。欠席者

は5/10（木）、場所は未定。懇談会では自己アピールの時間があるので考えておくこと。

［提出物］

・疾患別診療計画書：担当医の評価を受け次第、利用者様に説明、署名後、アップロードすること。
・5月プログラムテキスト：4/20（金）までに提出すること。

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所し、スタッフと一緒に昨日約束した4/8（日）の就寝前薬の空包と今朝までの薬の薬包を確認、全て揃っている。体調について尋ねると左肩から首にかけて痛みがあると話している。「肩の運動はしているけど、痛いんだよー」と笑顔で話しており、運動プログラムにも参加出来ていることから、症状が深刻でない様子が窺える。悪化した際には、病院受診するよう促すと頷いている。

・上野　千奈津様～本日より正式利用開始。現在一人暮らしで、今まで同居していた母様（アルツハイマー型認知症）は姉様が住む富山県の施設に入居することになり一人暮らしになったと話している。自宅での生活に関しては、風呂掃除を効率的に行うにはどうすればよいか迷って疲れてしまったと話しており、今後はデイケアで入浴するとのこと。1人暮らしが落ち着いたら、以前働いていた野菜の加工をする仕事に就きたいと話しており、復職をデイケアの目標にしていきたいと話している。時に淋しさを感じると話している為、デイケアでは就労準備のほか、孤独感の軽減や病状が安定するよう支援していく。

・掛端　洋之　様～久しぶりに来所している。連休の利用について確認すると、休みたいと話しているが、生活リズムを整えるためにも利用を勧めると利用することになる。休んでいた間の服薬状況や体調、引っ越しの進み具合いについては今後確認していくこととしている。

・福井　彩　　様～今朝電話連絡があり、昨晩無事に出産したことを報告している。普通分娩で出産し、母子ともに健康であると元気そうな声で話しており、出産後落ち着いたらデイケアに参加するよう伝えている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～冴えない表情で来所しており、体調について尋ねると、「あまり良くないです」と話している。プログラムへは、促しにて参加できているが途中で退席しトイレに籠っている。プログラム中は窓際の椅子に座って閉眼して過ごしている。昼食後、険しい表情で窓際に座っていることあるが、外出要求は聞かれていない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底していく。

・稲垣　ふき　様～午前中の運動療法のウォーキング、ラジオ体操は行っているが、レクダンスになると床に足を伸ばして座り込んでいる。理由を尋ねると、「右足の膝の内側が痛いんだよ」と話しており、その後は座って休んでいる。上記内容を青風荘に情報提供すると、今週中に整形外科の受診の予定であるとのこと。今後も訴えのある際は話を傾聴し様子観察していく。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、ホールで過ごし自室へ車椅子を使用し戻っているとのこと。今朝はスムーズにベットから起き上がり、立位姿勢での痛みの訴えはなく経過しているとのこと。来所は、青風荘から玄関まで車イスで来所しており、デイナイトケアではテーブルに伏して過ごしていることが多く見られている。プログラムへの参加の声掛けをすると、拒否見られているが、何度か声掛けし促しにて参加することが出来ている。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

・千葉　輝夫　様～昼食は40分以上かけて全量摂取されており、昼食後の日課は都度スタッフの声掛けにて実施している。口腔ケアではロッカーから歯磨きセットを一度取り出すが、すぐに戻しロッカーを閉めようとしている。スタッフが『歯ブラシを使用しますよ』と声を掛けると、ロッカーから取り出すことが出来ている。口腔ケアでは、ハンドタオルを濡らして歯磨きコップと、歯ブラシを洗っており、スタッフより歯ブラシに歯磨き粉を付けて磨くように声掛けを行うと歯磨きを始めている。プログラムには、拒否なく参加しているが、途中で立ち歩くことが見られ、集中できていない様子が窺える。トイレの場所や日常生活動作一つひとつに声掛けを要している。上記内容を息子様に情報提供している。

・大下　良悦　様～昨日特定女性利用者（吉田キクエ様）に対し、指示的口調が強くなることがあったが、本日のデイナイトケア利用時には表情の硬さはあるものの、指示的口調は聞かれていない。
・山田　隆雄　様～昼食についたバナナをズボンのポケットやロッカーにしまい込んだりしており、介入している。バナナ以外でも同様の行為が見られた場合には引き続き介入していく。

ナイトケア
・村上　元道　様～グループホーム世話人より情報提供があり、昨日臨時で当院を受診したとのことで、来所時体調と生活状況について質問している。体調は落ち着いていると話すが、仕事の意欲低下や気分の落ち込みがあるとのこと。主治医と相談し、1週間前に追加となったバルプロ酸Na1錠の服用を朝食後薬から夕食後薬に変更して様子を見てみることになったと話している。「様子みてみなきゃ何ともわからないね」と話す為、不調や変化を感じた際にはすぐ相談して欲しいことを伝え、様子を見てみるよう促している。ナイトケアでは、スタッフと交流しながらテレビを見ており、気分の高揚さや不調を訴えることなく過ごしている。

・下妻　康貴　様～本人へ電話連絡をし、体調と今後の予定について質問している。不調なくリハビリを行っており、問題なく歩けるようになってきたと話している。今後の予定については、昨日の診察時にそろそろ退院を検討していくと言われたとのことだが、具体的な日程は決まっていないとのこと。無理せずリハビリを継続し、退院の日程が決まった際には教えて欲しいことを伝え、電話を終了している。

＜祝日プログラムについて＞
・連休中の利用について、新規利用者様についても確認もれの無いよう、行っていくこと。

・外出する際には、天候の急変も考慮し、雨具の準備をすること。

・事前準備をしっかり行い、プログラム当日に慌てることのない様にすること。

＜事故の振り返り＞
事故の概要：

デイナイトケア利用者の岩城敏夫様が、昼食の下膳時、おかずの入った容器をコンテナ

に返却した際、入れる向きを間違えたことに気付き、直そうとして、バランスを崩し、

尻餅をついた。

問題点･改善点：

　⇒バイタルチェックは頭部を打っていたり、明らかに具合が悪そうな場合には必要だが、

今回のような場合には尻餅をついているので、臀部の内出血や痛みの確認を行った方が良かったのではないか。

　⇒青風荘入居者の場合には、青風荘への報告･連絡を早急に行わなければならなかった。

今回は、小嶋SGMに指摘されてから連絡しており、連絡が遅くなってしまった。

　⇒昼食のおかず容器の返却場所が、転倒リスクを高めてしまったのではないか。青風荘

入居者は高齢者が多く、年齢的にも事故のシルクが高くなっているため、転倒リスク

を回避できるような環境への配慮を行っていく必要がある。対応としては、味噌汁を

置いているテーブルに容器を返却し、スタッフがコンテナに戻していく。コンテナは台車の下の段に置くようにする。何度か試しているが、長年の習慣となっていることもあり、コンテナが出ているとそちらに戻そうとする利用者がいるため、コンテナを閉まっておくことにする。

　⇒今回はデイナイトケア利用者様の事故であったが、デイケアの利用者でも脚のもつれ

などの恐れあり、いつ起きてもおかしくない事故であるため、利用者の歩行状態等に

ついて把握し、必要に応じて対応していく。

